
『
日
州
高
原
狹
野
權
現
社
附
神
德
院
由
緒
帳
』
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寛
保
二
壬

戌

年
五
月
廿
一
日

　

日
州
高
原
狹
野
權
現
社

　
　
　

附
神
德
院
由
緒
帳

　
　
　
　
　
　
　

別
當

　
　
　
　
　
　
　
　

神
德
院

　

（
白
紙
）

　
　

日
州
諸
縣
郡
高
原
狹
野
大
權
現
社
附

　
　

別
當
霧
嶋
山
佛
花
林
寺
神
德
院
寺
宇
記

　

霧
嶋
狹
野
權
現
社

　
　

抑
狹
野
之
地
者
畏
昔　

神
武
天
皇
御
埀

　
　

迹
之
神
刹
也　
　
　
　

權
現
之
社
者
地
神

　
　

三
代
天
津
彦
々
火
瓊
瓊
杵
尊
也
人
皇
六
十

　
　

代
醍
醐
天
皇
延
喜
五
乙

丑

年
十
二
月
廿
六
日

　
　

宣
下
於
山
城
州
愛
宕
郡
如
意
峯
神　

　
　

齋
場
奉
安
鎮
三
千
一
百
余　

之
神
躰
而

同
月

○
寛
保
二
年
・
・
・
一
七
四
二
年

○
延
喜
五
年
・
・
・
九
〇
五
年

○
「
愛
宕
郡
如
意
峯
」
は
現
在
の
京
都
市

　

左
京
区
に
あ
る
如
意
ヶ
嶽
か

-

-

-

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

宕)

神
武
天
皇

狹
野
王
子
云

ト

脇
坊

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神
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廿
八
日
渡
於
神
躰
六
十
餘
刕
給
之
時
令
鎮　

　
　

日
州
諸
縣
郡
其
一　

云
云

是
則
霧
嶋
狹

　
　

野
權
現
之
神
社
也
然
而

同
地
神
四
代

　
　

彦
火
火
出
見
尊
同
五
代　

彦
波
瀲
武
鸕
鷀

　
　

艸　

不
合
尊
乃
至　

神　

木
花
開
耶
姫
命

　
　

豊
玉
姫
命
玉
依
姫
命
以
上
五
神
相
添　

而

　
　

六
所
權
現
之
社
也
云

云

人
皇
六
拾
二
代

　
　

村
上
天
皇
御
宇
天
暦
年
中
性
空
上
人
来
于
此
山
欲

　
　

爲
本
地
尊
容
拜
感
而

爲
精
修
懇
篤
故
感
應

　
　

日
新
也
而

神
迹
示
現
本
地
六
觀
音
威
光
赫
如
也

　
　

因
茲
草
創
梵
閣
安
置
大
悲
像
建
營
院
舎

　
　

云
云

自
爾
以
来
當
社
兩
部
習
合
神
道
也
右
𦚰
宮

　
　

者
安　

白
山
權
現
神
武
天
皇
之
二
躰
左
𦚰
宮

　
　

者
性
空
上
人
之
兩
侍
者
安　

乙
與
若
神
童

　
　

二
躰
也
然
而

人
皇
八
十
六
代　

四
條
院
御
宇
文
暦

　
　

元
甲

午

歳
十
二
月
霧
嶋
嶽
火　

震
烈
火
石
燄
砂

　
　

モ

焼
社
祠
寺
舎
隣
里
埋
于
砂
石
也
因
茲
別

　
　

當
僧
侶
乃
至
正
祝
子
社
人
等
奉
守
護
狹
野

※

通
常
、
瓊
々
杵
尊
・
彦
火
々
出
見
尊
・

　

葺
不
合
尊
の
三
夫
婦
を
以
て
六
所
権
現

　

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
瓊
々
杵

　

尊
を
外
し
て
い
る

○
天
暦
・
・
・
九
四
七
～
九
五
七

○
文
暦
元
年
・
・
・
一
二
三
四
年

-

-

-

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

陰)
(

葺)

神
武
天
皇

狭
野
王
子
云

ト

脇
坊

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神
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權
現
之
神
躰
野
尻
之
内
東
霧
嶋
勅
詔
院

　
　

遷
幸
也　
　
　
　
　
　
　

自
文
暦
元
甲

午

年
至

　
　

于
天
文
十
二
年
凡
三
百
年
余
神
德
院
與
勅
詔

　
　

院
十
世
之
間
兩
寺
兼
住
也

　
　

祝
子
社
人
同
東
霧
嶋
居
住
之
由
也
天
文
十
□
年

　
　

太
守
貴
久
公
嚴
命
有
于
神
德
院
住
持
舜
恵

　
　

法
印
狹
野
權
現
神
躰
自
野
尻
令
遷
幸
高

　
　

原
之
麓
而

假
構
宮
社
寺
宇
僧
侶
乃
至
祝

　
　

子
社
人
麓
住
居
之
由
也
慶
長
十
五
庚

戌

年

　
　

國
君
忠
恒
公
嚴
命
有
于
神
德
院
第
十
五
世

　
　

宥
淳
法
印
而

狹
野
權
現
社
地
神
德
院
境
内

　
　

狹
野
原
惣
一
面
復
于
往
古
御
寄
附
拜
領

　
　

同
十
七
壬

子

歳
權
現
社
頭
寺
家
等
御
造

　
　

營
也

一　

慶
長
十
七
壬

子

歳
十
一
月
廿
八
日
遷
宮

　
　

忠
恒
公
御
造
營
御
名
代
嶋
津
大
膳
亮
殿
忠
俊

一　

寛
永
七
庚

午

年
十
一
月
四
日
遷
宮

　
　

家
久
公
御
修
補
御
名
代
嶋
津
大
膳
亮
殿
忠
俊

○
天
文
十
二
年
・
・
・
一
五
四
三
年

○
慶
長
十
五
年
・
・
・
一
六
一
〇
年

○
慶
長
十
七
年
・
・
・
一
六
一
二
年

○
寛
永
七
年
・
・
・
一
六
三
〇
年

-

-

ツ
マ

ツ
マ

ツ
マ

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

欠)

(

二)

東
霧
嶋
勅
詔
院
共
節

天
台
宗
神
德
院
末
寺
也

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

脇
坊

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神



－86－

一　

明
暦
二
丙

申

歳
十
二
月
廿
三
日
遷
宮

　
　

光
久
公
御
修
補
御
名
代
嶋
津
美
作
殿
久
盛

一　

延
宝
七
己

未

年
八
月
七
日
遷
宮

一　

光
久
公
御
修
甫　

御
名
代
山
田
弥
九
郎
殿
有
祐

一　

元
禄
八
乙

亥

年
四
月
十
七
日
遷
宮

　
　

綱
貴
公
御
修
甫
御
名
代
鎌
田
采
女
殿
政
良

一　

享
保
元
丙

申

歳
九
月
廿
八
遷
宮

　
　

吉
貴
公
御
修
甫
御
名
代
嶋
津
藤
次
郎
殿
久
智

一　

享
保
十
三
戊

申

歳
九
月
十
七
遷
宮

　
　

継
豊
公
御
造
營
御
名
代
種
子
嶋
四
郎
助
殿
幸
春

　
　

□
文
五
庚

申

歳
九
月
一
日
遷
宮

　
　

継
豊
公
御
修
甫
御
名
代[

　
　

]

金
太
夫
殿
久
雄

　
　

霧
嶋
狹
野
大
權
現　
　
　
　
　
　
　

壱
社

　
　
　
　

小
板

一　

同
所
舞
殿

　
　
　
　

茅

一　

同
所
拜
殿

　
　
　
　

茅

○
明
暦
二
年
・
・
・
一
六
五
六
年

○
延
宝
七
年
・
・
・
一
六
七
九
年

○
元
禄
八
年
・
・
・
一
六
九
五
年

○
享
保
元
年
・
・
・
一
七
一
六
年

　

※

九
月
廿
七
日
の
間
違
い

○
享
保
十
三
年
・
・
・
一
七
二
八
年

○
元
文
五
年
・
・
・
一
七
四
〇
年

○
「
金
太
夫
」
は
大
目
附
役
の
郷
原
金
太

　

夫
久
雄

　

(

薩
藩
旧
記
雑
録
追
録
四-

一
七
一
七)

-

-

ツ
マ

ツ
マ

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

日
ヌ
ケ)

(

欠)

(

郷
原
カ)

(

葺)

(

葺)

(

葺)

(

日
ヌ
ケ)

(

欠)

(

元)

東
霧
嶋
勅
詔
院
共
節

天
台
宗
神
徳
院
末
寺
也

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

脇
坊

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神
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一　

右
𦚰
宮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
社

　
　
　
　

小
板

一　

左
𦚰
宮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
社

　
　
　
　

小
板

一　

右
善
神
王
宮　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
社

　
　
　
　

小
板

一　

左
善
神
王
宮　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
社

　
　
　
　

小
板

一　

鳥
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
宇

一　

本
地
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
宇

　
　
　
　

茅

　
　
　

以
上
八
ヶ
所
御
檢
者
附
御
修
補
所
也

一　

同
所
御
供
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
宇

　
　
　
　

茅

一　

同
所
水
天
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
宇

　
　
　
　

茅

　
　
　

以
上
貳
ヶ
所
自
分
修
補
所
也

-

-

ツ
マ

ツ
マ

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

日
ヌ
ケ)

(

欠　

損)

東
霧
嶋
勅
詔
院
共
節

天
台
宗
神
徳
院
末
寺
也

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

(

葺)

(

葺)

(

葺)

(

葺)

(
葺)

(

葺)

(

葺)

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神
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右
御
供
所
之
義
享
保
元
丙

申

歳
霧
嶋
嶽
新

　
　

燃
之
節
社
頭
同
時
焼
失
享
保
十
三
戊

申

本
社

　
　

御
造
營
之
節
御
供
所
御
造
立
被
仰
付
修
甫
之

　
　

義
自
分
仕
候
也　

水
天
堂
之
儀
自
往
古
本
社
御

　
　

造
營
御
修
甫
之
節
御
遷
座
所
ニ

用
来
リ

享

　
　

保
元
年
新
燃
之
節
本
社
御
修
甫
之
砌
故

　
　

本
社
御
神
躰
鎮
座
之
故
歟
焼
失
無
之
古
来

　
　

之
古
堂
也

　
　

御
祭
禮
米
三
斗
五
升　
　
　
　

御
祭
三
ヶ
度

　
　
　

二
月
初
酉

　
　
　

九
月
二
九
日　

十
一
月
中
酉

　
　

以
上
三
ヶ
度
末
寺
惣
社
人
別
當
寺
ニ

而

饗
應
有
之

一　

自
分
祭
禮　
　
　
　
　
　
　
　

三
ヶ
度

　
　
　

正
月
朔
日　
　

同
七
日

　
　
　

七
月
七
日

　
　

以
上
三
ヶ
度
内
二
ヶ
度
末
寺
惣
社
人
饗
應
同
断

一　

二
月
□
月
十
一
月
三
ヶ
度
御
祭
禮
自
往
古
祭
礼
御
参

　
　

齊
之
印
榊
柴
神
前
馬
場
通
相
立
候

○
享
保
元
年
・
・
・
一
七
一
六
年

○
享
保
十
三
年
・
・
・
一
七
二
八
年

-

-

ツ
マ

ツ
マ

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

儀)

(

欠)

(

九)

東
霧
嶋
勅
詔
院
共
節

天
台
宗
神
徳
院
末
寺
也

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

脇
坊

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神
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一　

御
免
社
人
屋
敷
拾
五
ヶ
所

　
　
　

壱
ヶ
所　
　

正
祝
子　

高
原
衆
中　
　

岩
元
甚
五
右
衛
門

　
　
　

壱
ヶ
所　
　

權
祝
子　

神
德
院
社
人　

日
高

平
右
衛
門

　
　
　

壱
ヶ
所　
　

内
侍　
　

神
德
院
社
人　
　
　

正
市

　
　
　

拾
弐
ヶ
所　
　
　
　
　

神
德
院
社
人　
　
　

惣
社
人

　
　
　

柴
役　

笛
役　

金
役　

太
皷
役　

調
拍
子
役

　
　
　

王
役　

御
膳
役　

舞
役

　
　

右
社
人
役　

之
儀
寺
社
御
座
ゟ

御
證
文
ニ

而

被

　
　

仰
付
置
候　

一　

社
人
之
儀
本
社
御
造
營
御
修
甫
遷
宮
之
事

　
　

御
神
樂
被
仰
付
候
常
式
神
事
祭
礼

　
　

御
祈
禱
之
節
御
神
樂
勤
候
也

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
元
甚
五
右
衛
門

　
　

野
尻
江
平
名
□
内
諏
訪
大
明
神
上
ヶ
宮
下
ヶ
宮

　
　

權
現
以
上
四
ヶ
所
古
来
ヨ
リ

祭
礼
勤
来
候
趣
御　

候
御

　
　

證
文
天
和
三
癸

亥

年
七
月
十
日
神
德
院
被
下
置
所
持
仕
候

　
　

名
内
之
祭
礼
ニ

而

御
祭
礼
等
ハ
無
之
候
候
他
外
城
故
格
護

○
宝
永
五
年
・
・
・
一
七
〇
八
年

○
貞
享
元
年
・
・
・
一
六
八
四
年

○
現
在
の
都
城
市
高
崎
町
江
平
に
諏
訪
神

　

社
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
指
し
て
い
る
か

　

は
不
明

○
天
和
三
年
・
・
・
一
六
八
三
年

-

-

ツ
マ

ツ
マ

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

欠) 宝
永
五
年
戊

子

二
月
廿
日
壱
通

貞
享
元
年
甲

子

八
月
廿
六
日
壱
通

狭
野
正
祝
子

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神
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等
ハ

不
仕
候

　
　

狹
野
權
現
正
祝
子
岩
元
甚
五
右
衛
門
先
祖
明
暦
年
中
之

　
　

比
迄
東
御
在
所
正
祝
子
共
ニ

相
兼
居
申
候
由
明
暦
元

　
　

年
乙

未

年
八
月
十
一
日
神
社
由
緒
書
御　

江

差
上
候

　
　

書
留
御　

候

一　

神
面
一
ッ　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
祝
子
代
〻
格
護

　
　

右
者
従
往
古
狹
野
權
現
之
神
面
ト

申
傳
別
而

古
ク

　
　

唐
木
ニ

而
候
哉
伽
羅
木
之
様
子
ニ

御
座
候

一　

當
山
山
王
權
現
之
社
壱
宇

　
　

右
山
王
權
現
者
天
台
宗
擁
護
神
ニ

御
座
候
慶
長
十
七
壬

子

　
　

年　

忠
恒
公
御
造
營
本
社
同
時
被
仰
付
候
由
寛

　
　

永
十
四
丁

丑

年
炎
上
右
節
ゟ

廢
壊
社
ニ

而

神
躰
水
天
堂

　
　

安
置
有
之
也
寛
文
十
二
壬

子

十
二
月
御　

江

差
上
候
書
留
御
座
候

　
　
　

天
台
宗
東
叡
山
直
末　

高
原
祈
願
願
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
德
院

一　

寺
家

　
　

慶
長
十
七
壬

子

歳　

忠
恒
公
御
中
興
御
造
營

　
　

寛
文
乙

巳

歳　

光
久
公
御
造
營
享
保
十
一
丙

午

歳

○
明
暦
年
中
・
・
・
一
六
五
五
～
五
八

○
明
暦
元
年
・
・
・
一
六
五
五
年

○
寛
永
十
四
年
・
・
・
一
六
三
七
年

○
寛
文
十
二
年
・
・
・
一
六
七
二
年

○
慶
長
十
七
年
・
・
・
一
六
一
二
年

○
「
寛
文
乙
巳
」
は
寛
文
五(

一
六
六
五)

○
享
保
十
一
年
・
・
・
一
七
二
六
年

-

-

ツ
マ

ツ
マ

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

欠
損)

宝
永
五
年
戊

子

二
月
廿
日
壱
通

貞
享
元
年
甲

子

八
月
廿
六
日
壱
通

狭
野
正
祝
子

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠
神
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繼
豊
公
御
造
營

一　

開
山
性
空
上
人

　
　

□
皇
六
十
二
代　

村
上
天
皇
御
宇
性
空
上
人
草
創

　
　

□
場
建
營
寺
舎
號
霧
嶋
山
佛
花
林
寺
神
德
院
三

　
　

十
六
坊
法
華
讀
誦　

密
萬
行
精
舎
云

云

　
　

勅
號
霧
嶋
山
佛
作
寺
慈
尊
院
之
由　

王
代
相
不
知

一　

狹
野
原
惣
一
面
境
内

　
　

霧
嶌
狹
野
大
権
現
并
別
當
神
德
院
文
暦
年
中
自

　
　

霧
嶌
嶽
燃
天
文
年
中
迄
凡
三
百
年
野
尻
之
内

　
　

東
霧
嶋
在
之
自
天
文
年
中
慶
長
年
中
迄
凡

　
　

六
十
年
余
高
原
麓
ニ

在
之
慶
長
十
七
年

　
　

忠
恒
公
狹
野
権
現
之
社
并
神
德
院
寺
宇
御
中
興

　
　

御
建
立
之
砌
同
十
五
年
嶋
津
大
膳
亮
殿
佐
多
越

　
　

後
殿
御
兩
人　

差
越
高
原
小
林
野
尻
高
岡
四
ヶ

　
　

所
ヨ
リ

檢
士
八
人　

召
寄
狹
野
東
西
南
北
四
至
傍

　
　

示
御
立
境
内
御
定　

御
寄
附
拜
領　

仰
付

　
　

至
今
無
混
乱
神
德
院
境
内
狹
野
原
惣
一
面
格

　
　

護
仕
候
也
前
々
書
付
御　

上
リ

有
之
由

○
慶
長
十
七
年
・
・
・
一
六
一
二
年

※

文
中
の
「
○
」
「
△
」
に
つ
い
て
は
、　

　

挿
入
の
繋
が
り
が
不
明
で
あ
っ
た
た　

　

め
、
標
記
通
り
と
し
た

-

-

ツ
マ

ツ
マ

△

(

被)

(

被)

(

被)

△

○

○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

欠)

(

人)

(

欠)

(

道
カ)

宝
永
五
年
戊

子

二
月
廿
日
壱
通

貞
享
元
年
甲

子

八
月
廿
六
日
壱
通

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

祠被

神
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高
百
六
拾
三
石
八
計
六
升　

合
九
勺
六
才

※

頁
の
約
三
分
の
二
が
欠
損

　
　

合
高
百
六
十
三
石
八
計
六
升　

合
九
勺
六
才

　
　
　

内
高
貳
拾
四
石
四
計
六
升　

合
九
勺
六
才
約
ク

當
隠

　
　
　

居
朝
夕
續
方
渡

　
　

高
五
石
納
末
寺
坂
本
寺
續
方
前
々
ヨ
リ

渡

　
　

當
寺
寺
領
者
天
正
年
中
神
德
院
第
十
五
世
宥
淳

　
　

法
印
當
寺
宝
物
傳
教
大
師
御
筆
法
華　

部

　
　

性
空
上
人
九
條
袈
裟　

衣
奉
進

　
　

太
守
義
久
公
云

云

因
茲
日
州
嵐
田
村
高
百
五
十
石

　
　

御
寄
附
之
由
然
而
彼
地
無
程
爲
他
領
之
由
是
故

　
　

慶
長
七
壬

寅

歳
小
林
遊
木
猿
門
高
五
十
石
六
計

　
　

爲
祭　

田
御
寄
附
之
由
而
文
祿
三
甲

寅

年

　
　

為
高
麗
陳
旅
之
御
精　

加
久
藤
城
下
於
堂

※

こ
の
部
分
に
も
何
か
記
載
さ
れ
て
い
た

　

痕
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
刃
物
で
切
ら
れ

　

た
よ
う
に
欠
損
し
て
い
る

○
天
正
年
中
・
・
・
一
五
七
三
～
九
二

○
慶
長
七
年
・
・
・
一
六
〇
二
年

○
文
祿
三
年
・
・
・
一
五
九
四
年

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

壱)
(

斗)

(

壱)
(

斗)

(

壱)

(

壱)

(

壱)
(

寄
ヌ
ケ)

(

斗)

(

斗) 新
髙
帳
内

神
徳
院

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

壹庢神
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薗
一
本
杦
之
下
假
構
精
舎
命
宥
淳
法
印
一
人

　
　

令
讀
誦
法
華
經
千
部
云

云

法
印
日
夜
精
誦
不
踰

　
　

三
歳
部
數
相
満
畢
慶
長
元
年
眞
文
讀
誦
之

　
　

切
不
唐
損
而
祥
瑞
通
異
朝
焉

　
　

義
弘
公
輙
モ
數
萬
強
敵
凱
歌
御
歸
朝
之
後

　
　

慶
長
四
己

亥

歳
於
一
本
杦
下
而
起
立
石
塔
一
基

　
　

令
供
養
千
部
金
文
也　

御
名
代
新
納
武
藏

　
　

殿
云

云

一　

御
切
米
拾
五
石

　
　

貞
享
元
甲

子

年
十
一
月
十
七
日

　
　

寛
陽
院
様
御
代
當
寺
等
之
高
御
祈
詔
申
上
候
訳

　
　

御
座
候
由
達
貴
聞
年
々
御
切
米
被
仰
付
候
御

　
　

月
番
御
家
老
肝
付
主
殿
寺
社
御
奉
行
嶋
津

　
　

主
計
殿
地
頭
若
松
彦
兵
衛
殿
之
由
書
留
御
座
候

　
　

享
保
六
年
丑

六
月
御
家
老
伊
集
院
蔵
人
殿

　
　

御
書
付
之
写
者
御
座
ゟ

被
仰
渡
候
趣
東
叡
山

　
　

末
知
行
高
上
野
ゟ

御
尋
有
之
候
ニ

付

高
原
之

　
　

神
徳
院
高
八
拾
六
石
八
斗
九
升
八
合
九
勺
六
才
有
之

○
慶
長
元
年
・
・
・
一
五
九
六
年

○
慶
長
四
年
・
・
・
一
五
九
九
年

○
貞
享
元
年
・
・
・
一
六
八
四
年

○
「
肝
付
主
殿
」
は
肝
付(

弾
正)

久
兼

　

(

薩
藩
旧
記
雑
録
追
録
一-

一
一
六
二)

○
「
嶋
津
主
計
」
は
島
津
久
年

　

(

同
二
三
六
六)

○
享
保
六
年
・
・
・
一
七
二
一
年

○
「
伊
集
院
蔵
人
」
は
伊
集
院
家
嫡
流
の

　

伊
集
院
久
矩

　

(

旧
記
雑
録
拾
遺
諸
氏
系
譜
一)

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

玉
フ

(

郎)

(

儀)

(

欠
損)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

壹庢神
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真
分
ニ

而
者

小
高
ニ

□
有
之
殊
所
衆
中
餘
高

　
　

五
拾
九
石
八
斗
弐
升
八
合
壹
勺
壹
才
御
切
米
拾
五

　
　

石
被
下
候
事
ニ

候
右
餘
高
御
切
米
迄
も

神
徳
院

　
　

本
高
江

相
込
候
へ
者
惣
高
百
八
拾
九
石
五
斗
八
升

　
　

四
合
弐
勺
壹
才
谷
ニ

候
得
者
百
九
拾
石
と

相
記

　
　

被
差
出
候
旨
□
□
有
之
候
間
右
之
段
後

　
　

々
年
紛
處
無
之
様
と

奉
仕
座
帳
面
帳
記
置

　
　

神
德
院
江

茂

可
被
申
聞
置
候
以
上

　
　
　
　

丑

六
月　
　
　

蔵
人

一　

護
摩
堂　

廊
下
大
板　

有　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

書
院　
　

廊
下
取
押　

有
椽
大
板　

有　
　

一
宇

一　

客
殿　
　

玄
関
小
板　

内
玄
関
取
押　

有　

一
宇

一　

茶
室　
　

次
客
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

　
　

以
上
四
ヶ
所
茅　

御
合
力
銀
被
仰
付
候

　
　

御
修
甫
所
也

一　

居
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

臺
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

釜
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

瓦
か)

(

葺)

(

葺)

(

判
読
不
能)

(

判
読
不
能)

(

瓦
か)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

壹庢神

(

葺)

(

葺)

(

葺)
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一　

表
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

裏
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

鐘
撞
閣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

穀
屋
并
物
置
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

　
　

以
上
七
ヶ
所
自
分
修
甫
認

　
　

右
惣
寺
家
慶
長
十
七
年　

忠
恒
公
御
造
營

　
　

被
仰
付
其
後
寛
永
十
四
丁

丑

年
野
火
焼
失

　
　

寛
文
五
丁

丑

年
光
久
公
御
造
營
被
仰
付
享

　
　

保
元
丙

申

年
九
月
廿
六
日
霧
嶋
新
燃
ニ

焼
失
同

　
　

十
一
丙

午

繼
豊
公
御
造
營
被
仰
付
候
也

一　

□
職
并
隠
居
被
仰
付
候
節
各
へ

城
敷
舞
臺

　
　

ニ
而

御
家
老
ゟ

直
と

被
仰
付
候

一　

継
目
御
禮
三
尋
壱
本
進
上
之
御
目
見
被

　
　

仰
付
候

一　

東
叡
山　

宮
様
江

継
目
御
礼
之
儀
書
状
并

　
　

目
録
献
上
之
相
済
奉
候
尤
年
頭
之
節
書
状

　
　

を
以
御
祝
儀
物
献
上
仕
候

一　

色
衣
奉
願
候
砌
令
旨
被
仰
付
候
節
御
礼

○
慶
長
十
七
年
・
・
・
一
六
一
二
年

○
寛
永
十
四
年
・
・
・
一
六
三
七
年

○
寛
文
五
年
・
・
・
一
六
六
五
年

○
享
保
元
年
・
・
・
一
七
一
六
年

○
享
保
十
一
年
・
・
・
一
七
二
六
年

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

欠)

(

住
カ)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝御

壹庢神
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之
献
上
物
書
状
相
添
差
上
相
済
申
候

一　

東
叡
山　

宮
様
直
末
寺
被
仰
付
候
寛
文
五

　
　

年
乙

巳

八
月

一　

當
寺
山
号
霧
嶋
山
寺
号
花
林
寺

　
　

東
叡
山
宮
様
ゟ

色
衣
御
許
客
之
令
旨

　
　

書
載
有
之
尤
自
往
古
相
稱
來
候
也

一　

神
德
院
院
号
古
來
錫
杖
院
と

相
唱
候

　
　

時
節
至
有
之
山
門
法
流
正
覺
院
僧

　
　

正
ゟ

参
候
書
簡
有
之
候
年
号
ハ
不
相
知
候

　
　

當
山
之
棟
札
之
写
被
相
見
申
候

一　

寛
文
三
年
癸

卯

年　

大
猷
院
様
御
十

　
　

三
回
御
忌
於
日
光
山
葛
部
御
修
甫
ニ
付
而

　
　

爲
御
種
衆
参
向
可
仕
之
旨
爲　

宮
様
仰

　
　

執
當
衆
住
心
院
法
印
圓
覺
院
法
印
書
簡

　
　

留
有
之
候

一　

節
奉
第
十
七
世
宥
岳
法
印
正
保
四
年
丁

亥

　
　

□
月
住
職
被
仰
付
比
叡
山
東
塔
西
谷

　
　

佛
業
院
兼
住
并
肥
前
國
平
戸
樹
光
寺

○
寛
文
五
年
・
・
・
一
六
六
五
年

○
寛
文
三
年
・
・
・
一
六
六
三
年

○
「
住
心
院
」
「
圓
覺
院
」
は
そ
れ
ぞ
れ
寛

　

永
寺
執
当
の
常
然
・
公
淵
か

○
正
保
四
年
・
・
・
一
六
四
七
年

○
「
佛
業
院
」
は
か
つ
て
比
叡
山
内
の
東

　

塔
西
谷
に
あ
っ
た
寺
院
で
仏
業
坊
と
も

　

言
う

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

欠)

(

正
カ)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神
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兼
帯
之
書
留
有
之
候

一　

十
八
世
憲
純
法
印
元
禄
六
癸

酉

年
出
世
大

　
　

會
并
灌
頂
引
返
と　

比
叡
山
登
り

節

　
　

東
叡
山
宮
様
御
上
洛
之
節
ニ

而

於
滋
賀
院

　
　

御
目
見
被
仰
付
金
子
目
録
并
官
□
□
五
禮

　
　

献
上
召
列
御
奉
事
威
徳
院
宥
仙
御
目
見

　
　

被
仰
付
献
上
物
有
之
候
處
上
方
上
下

　
　

往
來
之
人
馬
御
物
被
仰
付
候
也

　
　

大
猷
院
殿
贈
正
一
位
大
相
國

一　

東
照
宮
大
権
現　
　
　
　
　

尊
霊
位

　
　
　

嚴
有
院
殿
贈
正
一
位
大
相
國

　
　
　

但
厨
子
入
御
位
牌
一
基

　
　

右
御
位
牌
之
義
元
禄
六
年
當
寺
十
八
世

　
　

憲
純
法
印
為
大
會
勤
比
叡
山
登
り

之
節
東
叡
山

　
　

宮
様
御
上
洛
之
砌
ニ

而

於
滋
賀
院
御
目
見

　
　

被
仰
付
候
其
節
執
當
衆
佛
頂
院
法
印
御
内

　
　

意
被
仰
聞
候
者
日
州
神
德
院
も

三
ヶ
國
ニ

而

天
台
宗

　
　

之
大
地
ニ

而

有
之
候
東
照
宮
御
法
樂
并
大
猷
院

○
元
禄
六
年
・
・
・
一
六
九
三
年

○
「
佛
頂
院
」
は
寛
永
寺
の
執
当

-

-

(

判
読
不
能)

○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神
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様
嚴
有
院
様
御
廻
向
之
儀
自
分
御
位
牌

　
　

相
立
御
廻
向
仕
候
処
御
内
沙
汰
御
座
候
由
ニ

付

　
　

憲
純
自
分
ニ

御
位
牌
相
調
御
廻
向
被
申
と

　
　

其
御
位
牌
有
之
□
隠
居
圓
清
法
印
代
御

　
　

再
興
仕
置
候
御
廻
向
御
忌
日
仕
候

一　

大
猷
院
様
御
三
回
忌
ゟ

至
廿
一
回
御
忌
五
ヶ
度

　
　

福
昌
寺
ニ

而

御
法
會
御
修
行
之
節
於
彼
寺

　
　

法
花
三
昧
之
御
法
會
被
仰
付
拜
領
物

　
　

致
物
御
施
物
被
仰
付
召
列
候
末
寺

　
　

江
茂

被
仰
付
書
留
御
座
候

一　

花
尾
山
頼
朝
公
五
百
年
御
忌
御
修
行

　
　

之
於
大
乗
院
御
法
會
被
仰
付
末
寺
等
召
列
法
花

　
　

八
講
御
法
會
相
勤
候
元
禄
十
一
戊

寅

二
月
十
七
日
憲
純
代

一　

十
八
世
憲
純
法
印

　
　

東
叡
山
江

十
六
ヶ
年
住
山
仕
寛
陽
院
様
ゟ

天
台

　
　

大
三
部
並
私
記
書
籍
拜
領
仕
住
職
被
仰
付
候

　
　

節
東
叡
山
ゟ

被
仰
聞
候
日
州
神
德
院
大
國
之

　
　

一
山
殊
由
緒
有
之
寺
候
条
法
臘
廿
ヶ
年
東
満
之

○
「
花
尾
山
」
は
現
在
の
鹿
児
島
市
郡
山

　

町
の
花
尾
神
社

　

(

薩
藩
旧
記
雑
録
追
録
二-

一
八
七)

○
元
禄
十
一
年
・
・
・
一
六
九
八
年

○
「
法
臘
」
は
出
家
受
戒
後
の
年
数

-

-

(

判
読
不
能) ○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)(

海)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神
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僧
ニ

者

住
職
難
被
仰
付
儀
候
得
共
御
國
邊
よ
り

　
　

被
仰
付
候
儀
御
条
年
数
東
満
ニ

而

被
仰
付
事
ニ

而

□

　
　

重
而

遂
住
山
廿
ヶ
年
之
年
数
相
満
可
申
之
間

　
　

被
仰
渡
候
由
ニ
付

入
院
住
職
以
後
延
宝
四
年
其

　
　

段
御
願
申
上
御
合
力
御
紙
被
仰
付
四
ヶ
年
住
山
弐

　
　

拾
ヶ
年
之
住
山
成
就
色
御
許
客
被
仰
付
執
當

　
　

衆
観
理
院
法
印
信
解
院
法
印
ゟ

御
家
老
衆

　
　

御
状
被
出
候
御
書
留
御
座
候

一　

同
第
十
九
世
宥
貞
法
印

　
　

元
禄
年
中
東
叡
山
住
山
御
本
坊
江

相
居
宝

　
　

永
年
中
迄
相
勤
住
山
之
間
御
留
ゟ

御
扶
持
方
被

　
　

仰
付
候
由
書
留
御
座
候

一　

延
寶
五
丁

巳

年
地
神
座
向
常
楽
儀
神
德

　
　

院
觸
方
被
仰
付
候

　
　
　
　

覚
写

　
　

不
依
何
事
本
山
ゟ

之
觸
方
向
後
南
泉
院

　
　

可
觸
傳
旨
從
准
□
様
被　

仰
出
候
趣
達

　
　

登
聞
弥
右
之
通
可
申
渡
旨
被
仰
渡
候
間
可
被

○
延
宝
四
年
・
・
・
一
六
七
六
年

○
「
信
解
院
」
は
寛
永
寺
執
当

　

(

小
島
一
九
九
六)

○
宝
永
年
中
・
・
・
一
七
〇
四
～
一
〇

○
延
宝
五
年
・
・
・
一
六
七
七
年

-

-

(

海)

(

判
読
不
能)

(

欠)

○

延
暦
噴
火

文
暦
噴
火

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神
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得
其
意
置
候
以
上

　
　
　

正
國
元
年
卯

九
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
所　

印

　
　
　
　
　
　
　
　

神
德
院
留
主
居

　
　
　

但
右
許
於
東
叡
山
神
德
院
爲
被
罷
承
知
候

一　

當
寺
境
内
杦
木
者

先
住
代
々
仕
立
杦
ニ

而

　
　

當
寺
修
甫
之
節
御
願
申
上
無
代
詔
被
仰
付

　
　

候
也

一　

當
寺
門
前
屋
敷
之
儀
者

神
德
院
境
内
知
行

　
　

高
ニ

而

御
座
候
高
七
石
六
斗
弐
升
無
助
時
之
奉
而

仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
德
院
境
内
夲
事
威
德
院

一　

千
手
観
音
一
躰

　
　

右
威
德
院
寺
本
尊
ニ

而

御
座
候
寶
永
年
中

　
　

威
德
院
宥
仙
代
霧
嶋
躑
躅　

磯
御
座
之

　
　

御
用
と　

進
上
仕
候
依
之
観
音
一
躰
拜
領
被
仰
付

　
　

威
德
院
堂
ニ

安
置
有
之
候
堂
之
儀
者

當
隠
居

○
正
徳
元
年
・
・
・
一
七
一
一
年

○
「
磯
御
座
」
は
現
在
の
鹿
児
島
市
に
あ

　

る
磯
庭
園
か

-

-

ツ
マ

○

(

徳)

丸
山
源
左
衛
門

甲
斐
仲
右
衛
門

宮
田
直
左
衛
門

永
濵
善
右
衛
門

但
座
像

　

金
箔
佛

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神

(貼り紙)
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圓
清
法
印
建
立
尤
平
家
共
造
立
ニ

而

隠
居
住
居
被
申
候

　
　

右
年
ゟ

神
德
院
高
之
内
高
五
石
八
斗
三
升
八
合

　
　

納
り

威
德
院
續
第
と　

年
〻
相
渡
候
也

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
光
院

　
　

右
東
光
院
之
儀
先
年
ゟ

僉
地
取
預
と　

　
　

續
第
と　

神
德
院
高
之
内
高
五
石
分
之
納

　
　

右
年
よ
り

相
渡
置
候
由
享
保
元
年
霧
嶋

　
　

新
燃
之
比
ゟ

廃
寺
無
主
ニ

御
座
候
故
新
燃
之

　
　

比
ゟ

廃
寺
無
主
ニ

御
座
候
故
新
燃
之
比
ゟ

高
五
石
分
之

　
　

納
り

不
相
渡
候
由

一　

寺
地
御
免　
　

神
德
院
末
寺　
　
　

坂
本
寺

　
　

但
シ

院
号
高
松
院
別
而

僉
地
ニ

有
之
候
故
前
〻
ゟ

神
德
院

　
　
　
　

高
之
内
高
五
石
分
納
り

相
渡
置
候
是
水
天
堂
壱
宇

　
　
　
　

格
護
御
座
候
高
松
所
中
修
甫
ニ

而

御
座
候

一　

本
地
借
地　
　

神
德
院
末
寺　
　
　

極
楽
寺

　
　

但
シ

安
養
山
心
浄
院

○
原
文
で
「
新
燃
之
比
ゟ

廃
寺
無
主
ニ

御

　

座
候
故
」
と
二
度
同
じ
事
を
記
載
し
て

　

い
る

○
「
安
養
山
心
浄
院
」
は
極
楽
寺
の
号

　

(

後
述)

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

丸
山
源
左
衛
門

甲
斐
仲
右
衛
門

宮
田
直
左
衛
門

永
濵
善
右
衛
門

神
德
院
境
内
夲
事

高
原
蒲
牟
田
村

高
原
津
流
名
内

(

水)

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神

(貼り紙)
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一　

寺
地
御
免　
　

神
德
院
末
寺　
　

寶
光
院

　
　

但
シ

鷹
導
山
不
動
寺

外
ニ

由
傳

　
　

都
之
城
之
内
梅
北
西
生
寺
當
地
西
生
谷
ト

申
處
有
之

　
　

當
山
佛
閣
之
内
性
空
上
人
之
開
基
之
由
文
暦
年

　
　

中
霧
嶋
燃
之
節
彼
地
江

引
移
之
由
申
傳
也

　
　

性
空
上
人
者
信
州
善
光
寺
由
緒
有
之
朝
夕
御
信
之
由
彼

　
　

寺
之
縁
記
ニ

有
之
候
然
者
性
空
上
人
狹
野
當
院
并
三
十
六

　
　

坊
草
創
住
居
之
節
西
生
寺
谷
江

善
光
寺
如
来
安
置

　
　

朝
夕
御
信
仰
爲
被
成
歟

　
　

此
節
御
用
ニ

付

神
社
佛
閣
御
建
立
營

　
　

御
修
甫
等
之
訳
知
行
高
且
又
開
山
并
寺
山
号

　
　

何
宗
何
方
之
末
寺
受
入
院
御
縁
等
之
次
第

　
　

且
又
神
社
別
當
格
護
且
又
御
祭
之
次
第
宝
物

　
　

寄
進
物
其
外
差
立
候
□
之
由
緒
不
残
少
□

　
　

壱
帳
相
認
可
差
上
之
旨
寺
社
御
奉
行
所
よ
り

　
　

仰
渡
候
段
之
寺
〻
承
知
候
神
德
院
寺
家

　
　

寛
永
年
中
野
火
焼
失
仕
又
享
保
元
年

○
「
鷹
導
山
不
動
寺
」
は
寶
光
院
の
号

　

(

三
国
名
勝
圖
會　

巻
之
五
十
四)

○
「
西
生
寺
」
は
現
在
の
都
城
市
梅
北
地

　

区
に
あ
っ
た
寺
院
で
、
真
言
宗
、
鹿
児

　

島
大
乗
院
末
寺

　

(

同　

巻
之
五
十
八)

○
寛
永
年
中
・
・
・
一
六
二
四
～
四
三
年

○
享
保
元
年
・
・
・
一
七
一
六
年

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

丸
山
源
左
衛
門

甲
斐
仲
右
衛
門

宮
田
直
左
衛
門

永
濵
善
右
衛
門

小
林

高
原
津
流
名
内

(

欠)

(

記
カ)

(

判
読
不
能)

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神

(貼り紙)
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霧
嶋
嶽
然
ニ

焼
失
故
由
緒
古
記
等
焼
失
委

　
　

細
之
儀
相
知
不
申
候
前
之
御
座
江

差
上
候

　
　

古
帳
留
ニ

而

抜
書
仕
壹
帳
相
認
差
上
候
以
上

　
　
　

寛
保
二
壬

戌

年

　
　
　
　
　
　

五
月
廿
一
日　
　

神
德
院　

印

　
　
　
　

御
噯
衆
中　
　

高
原
噯　

丸
山
源
左
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
仲
右
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田
直
左
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
濵
善
右
衛
門　

印

　
　

右
之
通
神
德
院
格
儀
之
神
社
佛
閣
并
寺
社
家

　
　

御
造
立
之
趣
其
外
書
出
し

迄
相
邊
被
□
座
候
段

　
　

□
ツ
ヽ

届
候
間
私
□
奥
書
仕
差
上
申
候

　
　
　
　
　

戌

五
月
廿
三
日　

寺
社
奉
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
原[

　
　

]

　
　

七
年　

忠
恒
公
狹
野
權
現
之
社
并
神
德
院
寺
宇

　
　

御
中
興
御
建
立
之
砌
同
十
五
年
嶋
津
大
膳
亮
殿

　
　

佐
多
越
後
殿
御
兩
人
被
爲
差
越
高
原
小
林
野
尻

　
　

髙
岡
四
ヶ
所
ヨ
リ

檢
士
八
人
被
召
寄
狹
野
原
東
西
南

○
寛
保
二
年
・
・
・
一
七
四
二
年

※

こ
の
ペ
ー
ジ
よ
り
前
ペ
ー
ジ
と
の
文
意

　

及
び
筆
跡
が
異
な
る(

綴
じ
間
違
い
に

　

よ
る
も
の
か)

○
「
七
年
」
は
慶
長
十
七
年
、
「
十
五
年
」

　

は
慶
長
十
五
年

-

-

ツ
マ

○

延
暦
噴
火

丸
山
源
左
衛
門

甲
斐
仲
右
衛
門

宮
田
直
左
衛
門

永
濵
善
右
衛
門

高
原

高
原
津
流
名
内

(

欠)
(

欠)

(

欠)

(

燃)

(

判
読
不
能)

(

金
大
夫
カ)

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神

(貼り紙)
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北
四
至
傍
示
御
立
境
内
御
定　

御
寄
附
□
□
□

　
　

仰
付
至
于
今
無
混
乱
神
德
院
境
内
狹
野

　
　

原
惣
一
面
格
護
仕
候
也
前
々
書
付
御　

江

上
リ

　
　

有
之
由
元
祿
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之

　
　

節
憲
純
法
印
代
境
内
之
繪
圖
差
上
置
候
由
古

　
　

帳
留
有
之

一　

高
百
六
拾
三
石
八
計
六
升
壹
合
九
勺
六
才

　
　
　

内
高
百
四
石
三
升
四
合
三
勺
七
才　

寺
高
帳
免

　
　
　
　
　

但
シ

内
高
拾
八
石
六
計
貳
升
五
合
當
寺
境
内
之
内

　
　
　
　
　

當
隠
居
圓
清
法
印
代
新
仕
明

　
　
　
　

高
五
拾
九
石
八
計
貳
升
七
合
五
勺
九
才

　
　
　
　
　

但
シ

第
十
五
世
宥
淳
代
ヨ
リ

以
後
御
免
高
原
衆
中
附

　
　
　
　
　

高
ニ

而

御
座
候
享
保
六
丑

六
月
神
德
院
寺
高
被
仰
付
同

　
　
　
　
　

十
二
丁

未

御
支
配
之
節
明
地
ニ

被
仰
付
候

一　

釜
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

表
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

裏
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

一　

鐘
樓
閣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

○
元
禄
四
年
・
・
・
一
六
九
一
年

○
享
保
六
年
・
・
・
一
七
二
一
年

○
同
十
二
年
・
・
・
一
七
二
七
年

-

-

ツ
マ

○
(

年
ヌ
ケ)

(

年
ヌ
ケ)

丸
山
源
左
衛
門

甲
斐
仲
右
衛
門

宮
田
直
左
衛
門

永
濵
善
右
衛
門

所
高
帳
内

神
德
院

高
原
津
流
名
内

(

　
　

欠　
　

)

(

拜　

領　

被 

カ)

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神

(貼り紙)
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一　

穀
蔵
并
物
置
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇

　
　

以
上
七
ヶ
所
自
分
修
補
所

　
　

右
惣
寺
家
慶
長
拾
七
年　

忠
恒
公
御
造
營
被

　
　

仰
付
其
後
寛
永
十
四
丁

丑

年
野
火
焼
失
寛
文
五
乙

丑

　
　

年　

光
久
公
御
造
營
被
仰
付
享
保
元
丙

申

九
月

　
　

廿
六
日
霧
嶋
新
燃
ニ

焼
失
同
十
一
丙

年

　
　

継
豊
公
御
造
營
被
仰
付
候
也

一　

住
職
并
隠
居
被
仰
付
候
節
登　

城
敷
舞
臺

　
　

ニ
而

御
家
老
衆
ゟ

直
ニ

被
仰
付
候

　
　

継
目
御
礼
壱
束
壱
本
進
上
之　

御
目
見
被

　
　

仰
付
候

一　

東
叡
山　

宮
様
江

継
目
御
礼
之
儀
書
状
并
目

　
　

義
弘
公
輙
モ

數
萬
強
敵
凱
歌
御
歸
朝
之

　
　

後
慶
長
四
己

亥

歳
於
一
本
杦
下
而

起
立
石
塔

　
　

一
基
令
供
養
千
部
金
文
也　

御
名
代
新
納

　
　

武
藏
殿
云

云

一　

御
切
米
拾
五
石

○
慶
長
十
七
年
・
・
・
一
六
一
二
年

○
寛
永
十
四
年
・
・
・
一
六
三
七
年

○
寛
文
五
年
・
・
・
一
六
六
五
年

○
享
保
元
年
・
・
・
一
七
一
六
年

○
同
十
一
年
・
・
・
一
七
二
六
年

※

こ
こ
も
先
ほ
ど
と
同
じ
く
、
筆
跡
は
同

　

じ
だ
が
文
意
が
異
な
る(

綴
じ
間
違
い

　

か)

○
慶
長
四
年
・
・
・
一
五
九
九
年

-

-

ツ
マ

○

玉
フ

之
由
也

(

年
ヌ
ケ)

丸
山
源
左
衛
門

甲
斐
仲
右
衛
門

宮
田
直
左
衛
門

永
濵
善
右
衛
門

一
本
杦
枯
朽
而

石
塔

在
于
彼
地

高
原
津
流
名
内

(

　

欠　

)

(

郎)

(

儀)

(

儀)

一
本
杦
枯
朽
而
石
塔

在
テ
彼
地

△
元
禄
四
年
辛

未

神
社
佛
閣
由
緒
御
用
之
節
憲
純
法
印
代
境
内
之
縁
□
差
上
置
候
由
有
帳
面
有
之

神
德
院
七
世
之
石
塔

在
勅
詔
院
墓
所

自
天
文
年
中
至

慶
長
凡
六
十
年

ト

内

私
云
事
跡

似
二

泰
澄
事
一

第
二
世

宮
田
七
良
兵
衛　
　

永
濱
五
郎
兵
衛

森
山
後
五
兵
衛

祝神犬

壹庢神

(貼り紙)
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貞
享
元
甲

子

年
十
一
月
十
七
日

　
　

寛
陽
院
様
御
代
當
寺
少
高
御
新
詔
申
旨

　
　

訳
御
座
候
由
達　

貴
聞
年
〻
御
切
米
被

　
　

仰
付
旨
御
月
番
御
家
老
肝
付
主
殿
殿
寺
社
御
奉
行

　
　

嶋
津
主
計
殿
地
頭
若
松
彦
兵
衛
殿
之
由
書
留
御

　
　

座
候
且
又

一　

享
保
六
年
丑

六
月
御
家
老
伊
集
院
蔵
人
殿
御
書

　
　

付
之
写
表
御
座
ゟ

被
仰
渡
候
趣　

東
叡
山
出
知

　
　

行
高
上
野
ゟ

御
尋
有
之
候
ニ
付

高
原
神
德
院
高

　
　

八
拾
六
石
八
斗
九
升
八
合
九
勺
六
才
有
之
モ

分
ニ

而

者

　
　

小
髙
ニ

茂

有
之
殊
不
□
附
高
五
拾
九
石
八
斗
四
升

○
貞
享
元
年
・
・
・
一
六
八
四
年

○
享
保
六
年
・
・
・
一
七
二
一
年

-

-

ツ
マ

○

(

年
ヌ
ケ)

(

欠)

(

郎)

(

欠)

(
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